
号ｒ
Ｄ
１ｒ
Ｄ
第行発日１１月Ｑ

り
Ｉ年［

ａ
［
ａ
和昭ぐ年００

０
ｅ
ｎ
１

りょだ″市心″ｍ１行皿Ｊ１月毎作ＥＪ２ＪＧ
田

所
｀
㈹
刷

言‥
ｇ
‥

予
算

特
集

置
き
石
は

事
故
の
も
と

こ
の
よ
う
に
高
い
伸
び
を
示
す
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
当
初
予
ｇ
が
、
財

政
自
志
丹
建
計
画
に
沿
っ
て
抑
制
型

で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
新
年
Ｈ
≪

施
計
画
の
初
年
度
と
し
、
大
規
模
な

建
設
諸
事
業
費
を
計
上
し
て
い
る
た

め
で
す
。

造
成
、
地
質
調
査
な
ど
）
に
七
億
九

千
五
百
七
十
万
円
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
市
役
所
東
詞
の
折
居
国
有
林
の
Ｉ

線路は危険
入らないように

八
啓
一
千
万
円
と
、
前
年
度
に
比
ベ

ー
七
・
四
％
増
や
し
重
点
的
に
配
分

し
て
い
ま
す
。

消
費
者
守
る

相
談
室
開
設

め
、
消
費
生
活
相
談
室
の
開
設
や
、

不
用
品
交
換
事
業
な
ど
を
始
め
消
費

者
行
政
を
充
哭
し
て
い
ま
す
。

教
育
、
福
祉
面
で
は
き
め
細
く
、

学
校
教
材
費
の
父
母
負
担
を
二
年
が

か
り
で
解
消
の
た
め
一
千
百
万
円
を

増
額
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
就
園
助

成
の
増
額
、
母
子
医
療
の
対
象
を
こ

れ
ま
で
一
部
入
院
だ
け
に
助
成
し
て

き
た
も
の
を
、
十
八
歳
未
滴
ま
で
入

院
、
外
来
、
歯
科
に
も
広
げ
る
な
ど

充
実
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

総
額
5
2
億
円

予
算
委
員
会
で

集
中
審
議
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作

作
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ｌ
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一
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商
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ｒ
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彗
ｔ

潜
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Ｉ

全
具
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｀
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文
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一
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り
り
り

よ
よ
よ

ご｀
雪
Ｓ
１

ｑ
ｙ
ｎ
乙
（
６

豊かなふるさとづくりへ

実
施
計
画
を
予
算
化

一
般
会
計
1
9
1
億
8
0
8
万
円

司

司
一

可
一

司
一
を

可
一
ら
言

司
一
お
知
提

一
で
説
お
な

当
こ
演
て
的
・

度
そ
針
い
極
す

年
・
方
っ
積
ま

5
5
す
政
に
と
い

’
ま
施
ち
解
て

は
い
の
．
み
理
え

で
て
長
い
ご
考

会
れ
市
使
の
と

議
ら
田
な
■
ん
い

市
め
島
主
さ
た

例
進
た
の
な
き

定
が
れ
算
み
だ

月
議
わ
予
の
た

３
審
行
計
民
い

た
の
に
会
市
せ

れ
ど
頭
般
’
寄

さ
な
賢
一
し
お

会
案
の
び
せ
一

開
算
会
よ
一
μ

に
予
開
一
ａ

日
初
一
Ｄ

４
一
Ｄ

一
Ｄ
Ｄ

今
回
の
当
初
予
算
編
成
は
、
市
民

又
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
や
総
合
福

祉
会
ｇ
の
建
設
調
査
賢
な
ど
、
総
合

計
画
（
昭
和
六
十
年
ま
で
の
計
画
）

の
具
体
化
案
と
し
て
昨
年
十
二
月
に

策
定
さ
れ
た
第
一
次
三
ヵ
年
実
施
計

画
の
建
設
事
菜
な
ど
を
財
政
的
に
ｎ

付
け
、
都
市
基
盤
の
整
備
ｉ
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
’
実
現
へ
の
第
一

歩
を
Ｍ
み
出
す
と
と
も
に
、
も
う
一

方
で
、
市
の
公
共
料
金
の
据
え
置
き

E
m
行
政
の
充
実
、
教
材
費
の
保

護
者
負
但
軽
減
、
福
祉
の
き
め
細
か

な
充
実
な
ｉ
Ｊ
ｉ
巾
民
生
活
の
防
衛
に
ｎ

点
を
砥
く
と
い
う
立
場
で
編
成
し
て

い
ま
す
。

一
股
会
計
の
Ｚ
茲
額
は
百
九
十

一
流
八
百
八
万
円
で
前
年
度
｛
翁
￥

ｔ
ｔ
に
比
べ
て
一
二
・
四
％
の
伸
ぴ
率

を
示
し
て
お
り
、
国
家
予
算
の
Ｉ
〇

・
三
％
、
京
都
府
の
Ｉ
〇
・
四
海
と

比
較
す
る
と
い
く
ぷ
ん
高
い
伸
ぴ
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

都
市
計
画
事
業
も
促
進

さ
て
、
お
も
な
畢
菜
で
は
、
ま
ず

都
市
ａ
盤
整
備
１
で
待
望
の
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
（
用
地
買
収

角
約
六
・
四
お
の
払
い
下
げ
を
｀
入
け

建
設
を
始
め
る
も
の
で
、
五
十
九
年

度
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
実
施
計
画
で
来
年
度
建
設

を
予
定
し
て
い
る
総
合
福
祉
会
館
、

観
光
セ
ン
タ
ー
の
準
備
と
し
て
、
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
委
託
費
一
千
万

円
、
設
計
委
託
費
二
百
四
十
万
円
な

ど
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
都
市
計
画
事
業
で
は
、
都

計
直
路
宇
治
・
白
川
線
の
用
地
買
収

な
ど
八
つ
の
事
栞
に
八
僥
二
千
万
円

余
り
計
上
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
一
段

と
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
道
路
・
河
川
・
掘
の
改
良

補
修
な
ど
暮
ら
し
の
周
辺
整
備
に
も

要旨

期
間
を
一
年
短
縮
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

ま
た
昨
年
に
は
、
懸
案
の
宇
治
市

総
合
計
画
に
Ｍ
づ
く
五
十
五
年
度
か

ら
五
十
七
年
度
ま
で
の
第
一
次
三
ヵ

年
計
Ⅲ
を
立
て
、
。
ま
ち
づ
く
り
’

を
積
極
的
に
進
め
る
方
針
を
固
め
て

き
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
実
施
計
画

市
民
生
活
の
防
衛

都
市
基
盤
の
整
備

２
つ
に
重
点

民
生
活
の
防
衛
と
都
市
Ｍ
盤
整
備
の

二
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
物

価
高
、
さ
ら
に
雇
用
不
安
と
、
市
民

生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
、
市
の
公
共
料
金
は
一
切
値

上
げ
を
し
な
い
、
ま
た
消
費
者
行
政

を
強
化
す
る
、
福
祉
、
教
育
に
き
め

細
く
配
慮
す
る
な
ど
市
民
生
活
防
蜀

に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
Ｍ
盤
整
伽
で
は
、
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
へ
着
手
す
る
の
を
は
じ
め

総
食
摺
一
会
館
の
設
計
な
ど
準
備
を

す
す
め
ま
す
。
こ
の
他
、
京
滋
バ
イ

パ
ス
や
宇
治
川
改
修
、
山
拡
総
合
ｍ

励
公
園
が
い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
ま
す

が
、
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
、

初
心
に
返
り

全
力
で
努
力

長市田島るす明説を針方政施で議会本

新
年
度
に
臨
み
ま
す
私
の
所
信
を

申
し
あ
げ
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

計
画
行
政
で
要
望
実
現
へ

渡
辺
ぷ
新
市
政
を
■
≪
い
で
、
は

や
く
も
、
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
財

啓
旱
再
建
五
ヵ
年
計
画
も
、
市
議

会
は
じ
め
市
民
各
位
の
暖
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
る
中
、
市
税
や
地
方

交
付
税
の
増
収
な
ど
財
政
面
の
好
転

に
支
え
ら
れ
、
保
鯉
医
療
セ
ン
タ
ー

建
設
や
菟
漠
竺
小
学
校
の
令
面
移

転
m
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
計
画
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最
近
起
っ
た
京
阪
電
車
の
転
覆

事
故
は
、
置
き
石
の
恐
し
さ
を
見

せ
つ
け
ま
し
た
か
、
そ
の
後
近
鉄

大
久
保
駅
近
く
で
も
置
き
石
が
あ

り
、
電
車
が
急
停
車
す
る
と
い
う

事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

宇
治
市
内
に
は
、
国
鉄
奈
良
線

京
阪
、
近
鉄
と
三
本
の
鉄
道
か
走

っ
て
お
り
、
子
ど
も
の
置
き
石
に

よ
る
鉄
道
妨
害
が
府
下
南
部
で
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

く
に
春
休
み
に
な
る
と
、
線
路
で

遊
び
や
す
く
、
人
身
事
故
も
心
配

さ
れ
ま
す
。

線
路
に
入
り
て
い
る
子
ど
も
を

見
か
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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市民生活を守る

6つの重点施策
▽
交
通
指
導
員
（
二
十
人
）
の
運
営

費
な
ど
蛮
委
会
刈
策
に
Ｉ
、
〇

一
三
万
円
。

▽
交
通
遺
児
激
励
金
な
ど
に
四
五
万

円
。

▽
助
労
者
住
宅
融
資
制
度
預
託
金
に

一
億
三
、
〇
〇
〇
万
円
。

▽
公
害
測
定
な
ど
公
害
対
策
に
二
九

五
万
Ｑ

▽
京
滋
バ
イ
パ
ス
対
策
に
Ｉ
、
七
三

一般会計

五
万
円
。

▽
予
防
接
種
や
成
人
病
検
診
な
ど
に

八
、
六
五
五
万
ａ

▽
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
な
ぶ
民

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
九
三
万

円
。

▽
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
に

三
、
六
七
一
万
弓

▽
在
審
審
医
制
補
助
事
業
に
四
〇

八
万
円
。

▽
暮
ら
し
の
資
令
一
賃
付
事
業
の
委
託

料
に
四
七
三
万
円
。

▽
内
職
セ
ン
タ
ー
運
営
禰
助
金
に
一

七
九
万
円
。

▽
内
職
技
能
講
習
事
業
の
委
託
料
に

六
〇
万
Ｈ
Ｔ
"

▽
奨
学
資
金
賃
付
金
に
二
〇
七
万

円
。

▽
身
体
障
害
者
家
庭
泰
仕
員
設
置
運

営
（
四
人
分
）
に
六
七
七
万
円
。

市
民
の
生
活
防
衛
へ

一
般
会
計
の
予
算
額
は
一
九
一
億

八
〇
八
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予

算
と
比
べ
て
伸
び
率
が
一
二
・
四
％

と
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備
へ

こ
れ
は
、
昨
年
策
定
し
た
宇
治
市

総
合
計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画
（
第

一
次
三
ヵ
年
計
画
）
を
予
算
化
し
、

「
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
た
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
を
積

55年度予算案のなかか

ら

市民生活に関係の深い一
般会計を中心に，そのあ

らましをみてみましょう

。

▽
宇
治
市
心
身
障
害
児
（
者
）
共
同

作
業
所
運
営
補
助
金
に
八
一
三
万

Ｑ
▽
身
障
者
用
福
祉
電
話
の
設
置
費
な

ど
身
体
障
害
者
福
祉
対
策
に
四
、

〇
一
七
万
ａ

▽
精
神
溥
弱
者
福
祉
対
策
費
に
四
、

三
八
八
万
円
。

▽
福
祉
手
当
扶
助
費
に
Ξ
、
六
〇
〇

万
円
。

▽
福
祉
医
療
扶
助
費
に
三
、
〇
三
一

万
円
。

▽
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
扶
助
に

一
八
〇
万
ｓ
°

▽
仮
称
「
福
祉
の
街
づ
く
り
」
懇
談

会
の
経
費
に
七
四
万
Ｑ

公
共
料
金
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ

極
的
に
す
す
め
よ
う
と
す
る
た
め
で

す
。そ
こ
で
、
歳
入
の
主
な
も
の
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

歳
入
の
一
番
大
き
な
部
分
を
占
め

る
の
は
市
税
収
入
で
、
八
三
億
八
、

五
三
九
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
歳
入
全
体
の
四
三
・
九
％

を
占
め
、
昨
年
度
と
比
ベ
ー
一
・
八

％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法

人
市
民
税
な
ど
で
、
今
な
お
円
相
場

の
動
き
も
激
し
く
中
小
企
業
の
倒
産

は
依
然
と
し
て
減
ら
な
い
経
済
情
勢

の
中
で
、
先
行
き
の
見
通
し
は
楽
観

で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
に
つ
い
で
多
い
の
が
国

庫
支
出
金
の
三
二
億
五
、
六
二
八
万

円
（
一
七
％
）
、
地
方
交
付
税
二
四

億
八
、
八
七
六
万
円
。
（
一
三
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
二
三
億

六
、
三
二
〇
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。そ
の
他
の
収
入
と
し
て
は
、
使
用

料
、
手
数
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

国
な
ど
の
公
共
料
金
値
上
げ
の
中
で

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
こ
れ

ら
市
に
関
係
す
る
公
共
料
金
は
、
一

切
値
上
げ
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

▽
老
人
医
療
扶
助
費
や
老
人
家
庭
奉

仕
員
殷
置
経
費
な
ど
老
人
福
祉
対

策
に
七
億
四
、
三
三
五
万
弓

▽
総
合
福
祉
会
館
建
設
準
備
経
費
に

一
、
〇
五
〇
万
円
。

▽
児
童
手
当
扶
助
や
入
院
助
産
制
度

委
託
料
な
ｙ
逗
子
及
ぴ
児
童
福
祉

対
策
に
一
億
七
、
三
五
四
万
円
。

▽
心
身
障
害
僣
学
通
園
事
菜
委
託

費
や
心
身
障
害
児
家
庭
泰
仕
員
設

置
質
な
ど
障
害
児
福
祉
対
策
に

▽
総
合
資
料
館
設
置
準
備
経
費
に
五

二
万
円
。

▽
私
立
幼
稚
園
就
園
助
成
金
に
九
、

〇
四
二
万
円
。

▽
平
盛
小
ほ
か
五
校
の
学
校
施
設
を

山
城
学
校
建
設
公
社
か
ら
買
取
る

鷺
刑
に
四
直
五
、
五
五
四
万
円
。

▽
菟
道
第
二
小
学
校
屋
外
体
育
館
移

転
改
築
、
東
宇
治
中
学
校
｀
錨
築

な
ど
校
合
建
設
事
業
に
三
億
一
、

九
五
五
万
円
。

▽
小
・
中
・
幼
稚
園
の
施
設
整
備
費

に
九
、
七
八
〇
万
円
。

▽
障
害
児
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
・
・
‐
設
置

事
業
に
一
七
七
万
円
。

▽
米
飯
給
食
本
格
実
施
に
伴
う
経
費

に
二
七
四
万
回

▽
笠
取
通
学
バ
ス
（
買
替
）
間
入
に

二
六
〇
万
ａ

▽
学
栽
農
園
育
成
事
業
の
農
器
具
、

肥
料
等
購
入
費
（
二
Ｉ
校
分
）
三

四
七
万
円
。

▽
小
学
校
教
師
用
教
科
書
・
指
導
書

購
入
事
業
に
一
、
五
〇
〇
万
円
。

聶

三
、
八
八
一
万
円
。

▽
昼
間
里
親
保
育
費
に
八
一
三
万

円
。

▽
産
休
明
け
保
育
に
要
す
る
経
費
な

ど
公
立
九
保
育
所
の
運
営
費
と
措

ほ
委
託
料
や
運
営
禰
助
金
な
芦
私

立
十
一
保
育
所
の
運
営
経
費
な
ど

に
一
三
ほ
九
、
六
二
五
万
円
。

▽
社
会
福
祉
法
人
必
一
融
対
策
に
九
、

一
二
八
万
円
。

▽
学
校
維
持
管
理
運
営
費
の
父
母
負

担
解
消
事
業
に
四
、
四
七
九
万
円

▽
生
活
指
導
研
究
推
進
事
業
に
六
五

万
円
。

▽
教
材
備
品
等
の
充
実
に
四
、
七
〇

〇
万
円
。

▽
児
童
・
生
徒
急
増
対
策
な
ど
の
備

品
閥
入
に
三
、
二
五
七
万
月

▽
少
年
少
女
合
唱
団
、
子
ど
も
手
づ

く
り
文
化
祭
な
ど
児
童
健
全
育
成

事
業
に
一
三
八
万
Ｅ
°

▽
市
指
定
文
化
財
1
0
周
年
記
念
事
業

に
六
〇
万
円
。

▽
市
民
文
化
セ
ン
タ
’
・
‐
用
地
取
得
費

な
ど
に
七
ほ
九
、
五
七
〇
万
円
。

▽
公
共
施
設
配
置
計
田
策
定
調
査
費

－
・
参
一
一
４
１
Ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
１
１
ｊ
・
”
１
１
１
！
一
｀
一
Ｉ
・
φ
ｊ
Ｊ
！
ｉ
ｌ

▽
生
活
保
護
扶
助
費
に
一
一
億
〇
、

七
四
八
万
円
。

▽
身
障
者
用
市
営
住
宅
建
設
や
歩
這

段
差
の
切
り
下
げ
な
ど
福
祉
環
境

整
備
関
連
事
業
費
に
二
、
一
〇
一

万
円
。

▽
消
防
自
動
車
購
入
、
消
防
水
利
整

備
に
四
、
五
〇
二
万
円
。

▽
消
防
ｉ
錨
築
な
ど
施
設
整
備
に

五
、
四
一
一
万
円
。

▽
防
火
読
本
の
作
成
に
六
〇
万
円
。

一
丿一

一

一一一一

一一

」
Ｓ
″

一

・
ｆ

▽
育
成
学
級
障
害
児
対
策
に
二
〇
四
一

万
円
。
・
。

▽
学
校
開
放
の
委
託
料
（
十
校
分
）
一

用
具
収
納
庫
設
置
（
四
校
分
）
に
一

四
六
〇
万
円
。
一

▽
仮
称
木
幡
地
区
公
民
館
建
設
事
ま
１

に
一
億
〇
、
二
三
万
円
。

▽
家
庭
教
育
学
級
、
婦
人
学
級
な
ど
・

＼
m
公
民
館
活
動
講
座
運
営
に
二

Ｉ
○
万
円
。

▽
市
民
図
書
室
笠
取
分
室
の
設
置
、
１
１

地
城
文
庫
、
市
民
図
書
室
の
図
書
1
1
1
1

間
入
に
三
八
〇
万
円
。

業
に
七
ほ
二
、
四
〇
〇
万
円
。

▽
西
宇
治
都
市
下
水
路
事
業
な
ど
に

八
、
八
五
〇
万
円
。
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55年度予算案のなかから市民生活に関係の深い一般会計を中心に，そのあらましをみてみましょう。

諸収入(2.4％)その他、労働費、商工費など

‘
μ

沢市

▽
小
規
模
集
会
所
新
設
事
業
に
二
、

〇
二
五
万
円
。

▽
地
域
集
会
所
増
改
築
事
業
補
助
に

二
〇
〇
万
円
。

▽
炭
山
・
二
尾
・
池
尾
地
区
大
規
模

集
会
所
新
築
事
菜
に
Ｉ
、
八
〇
七

万
円
。

▽
消
費
生
活
相
談
室
開
設
ｔ
ｉ
に
一
四

万
円
。

▽
暮
ら
し
の
情
報
発
行
事
業
費
に
六

四
万
円
。
‘

▽
不
用
品
交
換
事
業
川
経
費
に
一
八

万
円
。

▽
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
運
営
経

費
に
六
一
万
円
。

▽
笠
取
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
設
計

調
査
事
業
に
六
六
〇
万
円
。

▽
ご
み
減
ら
し
の
た
め
の
古
紙
回
収

事
業
報
償
金
に
五
〇
〇
万
円
。

▽
不
燃
物
の
収
集
処
分
委
託
費
に
Ｉ

億
一
、
九
八
六
万
円
。

五
二
〇
万
円
。

▽
国
鉄
宇
治
駅
前
広
場
、
市
道
宇
治

白
川
線
の
用
地
問
入
な
ど
街
路
事

▽
涛
掃
車
図
入
費
に
Ｉ
、
五
六
〇
万

円
。

▽
ご
み
・
し
尿
処
理
と
し
て
の
拡
南

衛
生
管
理
組
合
分
担
金
七
憶
六
、

三
〇
〇
万
円
。

▽
道
路
台
帳
の
作
成
費
に
二
、
一
五

八
万
円
。

▽
道
路
・
橋
力
新
設
・
維
持
ぽ
祠
費

に
四
哨
ハ
、
四
二
五
万
円
。

▽
河
川
・
排
水
路
の
改
良
維
持
に
三

億
六
、
七
五
〇
万
円
。

▽
答
法
地
区
内
道
路
改
良
事
業
に
一
五
、
一
７
一
〇
万
円
。

億
九
、
六
九
八
万
円
。

▽
各
裡
社
会
教
育
謂
座
運
営
に
四
八

▽
河
原
地
区
進
入
路
建
設
事
業
に
○
万
円
。

▽
西
宇
治
公
園
用
地
図
入
、
市
内
各

児
童
公
（
遊
）
園
整
備
な
ど
谷
「

事
業
費
に
八
、
二
八
二
万
円
。
－

▽
街
灯
新
設
事
業
に
四
三
三
万
円
。

▽
機
動
修
理
班
の
自
動
車
間
入
に
二

九
〇
万
円
。

▽
自
治
会
街
灯
電
気
料
補
助
に
三
九

〇
万
円
。

▽
私
道
舗
装
新
設
事
業
の
補
助
に
四

〇
〇
万
円
。

▽
市
営
住
宅
の
修
膳
、
神
明
宮
束
住

宅
咄
硲
ポ
業
に
一
ほ
七
、
七
三
〇

刀
川
。

▽
免
許
資
格
取
得
事
業
捕
助
命
一
に
三

五
○
万
円
。

そ
の
他
の
主
な
事
業

▽
地
妖
診
断
＊
3
作
成
Ｕ
'
Ｊ
.
四
Ｏ
Ｏ
万

円
。

▽
国
勢
調
査
独
自
集
計
経
費
に
四
五

四
万
円
。

▽
ｙ
・
・
‐
ミ
ナ
ル
、
胃
空
市
民
相
談
φ

業
に
二
〇
万
円
。

▽
夏
季
子
ど
ら
市
政
だ
よ
り
発
行
に

八
五
万
円
。

▽
市
政
だ
よ
り
発
行
経
賛
に
Ｉ
、
七

九
七
万
円
。

▽
市
史
第
六
巻
発
行
経
費
に
二
、
〇

二
五
万
円
。

▽
市
制
3
0
周
年
記
念
式
典
の
経
賢
に

六
三
一
万
円
。

料材管

板
配
波
ス
・

物
具
ル
ガ
ト

金
工
一
’
ト
ル

築
械
二
道
ル
ー

建
機
ビ
水
ベ
ボ

レー
ノ

－

品商ドンラブプット

い

／
゜
さ

無し
腿
九い

く
揃
０
出
て
で
じ
而
応
イ
に
特
途
刀
口
用

超置
１
物
機

・
な
卜
富
ヨ
豊

リ
ー
鸚宇

２
曼㈱物金ンカルマ

―Ｑ
Ｊ
Ｒ
ｙ

▽
宇
治
市
４
小
企
業
低
利
融
賢
制
度

の
預
託
金
な
ど
甲
小
m
対
策
に

七
、
四
四
九
万
円
。

▽
中
小
企
菜
育
成
楠
助
金
に
六
三
〇

万
円
。

▽
観
光
セ
ン
タ
ー
建
設
設
計
費
に
二

四
〇
万
円
。

▽
大
吉
山
展
望
台
建
設
工
事
賢
に
六

〇
〇
万
円
。

▽
公
衆
匹
陶
新
設
工
事
費
に
一
二
〇

万
円
。

▽
w
m
の
品
質
向
上
と
振
興
を
は

か
る
た
め
の
楠
助
金
に
二
九
一
万

円
。

▽
宇
治
茶
宣
伝
事
茉
に
六
八
万
円
。

▽
巨
棟
池
水
質
障
害
対
策
事
業
の
分

担
金
に
五
六
三
万
ｉ

▽
水
田
再
編
に
伴
う
水
田
転
換
整
備

事
菜
に
Ｉ
、
五
〇
〇
万
円
ｙ

▽
家
畜
診
療
及
ぴ
防
疫
対
策
な
ど
畜

産
振
興
に
一
三
一
万
円
。

▽
公
衆
浴
場
菜
者
助
成
事
業
に
一
八

〇
万
円
。

▽
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」
迎
営
経
費

に
三
四
三
万
円
。

ブ

つ
と
め
ま
し
ょ
う

同
和
行
攻
の
推
進

く
ら
し
の
周
辺
整
備

鋤

⑩
皿
四
一
～
ご
三
万
宍
・
・

…

伝
統
産
業
を
中
心
と
し
た

産
業
振
興
と
中
小
企
業
の
育
成

15万市民のいのちと暮らしを守る

55年度予算（案）
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不
用
な
も
の
は
断
る

悪
質
な
訪
問
販
売
が
増
加

訪
問
販
売
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら

強
引
な
勧
誘
を
受
け
た
り
、
思
わ
ぬ

物
を
買
わ
さ
れ
た
り
し
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

最
近
、
市
役
所
の
消
費
者
相
談
窓

口
で
は
、
訪
問
一
一
一
党
に
つ
い
て
の
相

談
が
目
立
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。
訪

問
唇
死
の
セ
ー
ル
ス
話
法
に
は
押
し

売
り
的
な
も
の
か
ら
、
消
費
者
の
心

理
を
た
く
み
に
利
用
し
た
も
の
ま
で

あ
り
、
・
知
ら
な
い
う
ち
に
商
品
を
買

わ
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
で
す
。
市
内
で
も
、
次
の
よ
う
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
避
妊
用
品

「
『
ト
イ
レ
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

』
と
言
っ
て
上
が
り
込
み
、
強
引

に
商
品
の
間
入
契
約
を
さ
せ
ら
れ

た
」
「
『
厚
生
省
の
認
可
を
受
け

て
危
険
な
商
品
の
検
査
に
来
た
』

と
言
っ
て
、
現
在
便
っ
て
い
る
物

を
持
ち
か
え
り
、
別
の
商
品
の
購

入
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
」
「
『
産

後
の
相
談
に
来
た
』
と
ま
る
で
保

健
所
か
ら
来
た
よ
う
な
口
ぶ
り
で

あ
り
、
説
明
を
聞
い
て
い
る
う
ち

に
持
参
し
た
商
品
を
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
開
封
し
て
し
ま
い
、
強
引
に

購
入
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。
」

▽
教
材
図
書

「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
二
時
間
も
ね

ぱ
ら
れ
、
根
負
け
し
て
契
約
し
て

し
ま
っ
た
」

▽
住
唄
用
品

「
自
宅
に
来
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に

曹
男
見
積
り
を
依
頼
す
る
と
、

か
な
り
高
額
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
断
わ
ろ
う
と

思
っ
た
が
、
見
積
書
が
契
約
書
と

な
っ
て
お
り
、
代
金
の
三
〇
％
が

違
約
金
と
な
っ
て
い
た
。
」

▽
家
庭
用
機
器

「
セ
・
・
‐
ル
ス
マ
ン
に
商
品
を
買
う

約
東
を
し
た
が
、
集
金
に
は
来
て

も
契
約
書
を
も
ら
え
な
い
。
」

こ
の
よ
う
に
大
変
悪
質
な
セ
’
‐
ル

ス
マ
ン
や
強
引
な
胴
元
方
法
が
増
加

し
て
お
り
、
中
に
は
福
祉
や
ボ
ラ
ン

テ
″
ア
の
名
を
語
り
安
物
の
人
形
や

ぱ
ん
そ
う
こ
う
を
高
く
売
り
つ
け
る

ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
訪
問

1 1
的
を
は
っ
き
り
聞
き
、
身

分
証
明
書
の
握
｝
雀
求
め
る
。

○
不
用
な
商
品
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断

わ
る
。

○
し
つ
こ
く
脱
得
さ
れ
て
も
、
そ
の

場
で
決
め
な
い
。
家
族
や
近
所
の

人
と
話
し
合
う
な
ど
の
時
間
を
と

る
こ
と
が
｝
ハ
切
。

○
お
金
は
す
ぐ
に
払
わ
な
い
。

■
ｆ
一
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
■
自
１
１
１
ゆ
１
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｓ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
自
1
1
1
1
Ｗ

こ
の
講
座
で
は
働
く
婦
人
の
実
態

や
保
護
規
定
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま

し
た
が
、
最
後
に
職
場
で
定
ａ
し
i
>

つ
あ
る
規
定
化
さ
れ
て
い
な
い
制
艮

に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇

労
働
基
準
法
で
定
め
て
い
る
労
働

条
件
の
基
準
は
最
低
の
も
の
で
、
関

係
者
は
こ
れ
ら
の
向
上
に
努
め
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
法
の
精
神
か
ら
労
働
者

と
使
用
者
双
方
の
努
力
に
よ
っ
て
、

法
で
定
め
た
基
準
を
上
ま
わ
る
労
働

○
印
鑑
は
、
契
約
書
や
説
明
書
を
十

分
読
み
、
納
得
し
た
上
で
。

○
い
ら
な
い
と
思
い
直
し
た
場
合
、

す
ぐ
解
約
手
続
を
し
ま
し
ょ
う
。

四
日
を
過
ぎ
れ
ば
無
条
件
解
約
が

回終最

条
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
思
索
も

保
障
し
て
い
る
事
意
所
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

②
妊
婦
の
通
勣
緩
和
措
置

母
性
保
護
の
た
め
、
朝
夕
の
通
勤

ラ
ｙ
シ
’
を
避
け
て
時
差
出
勤
で

き
る
よ
う
に
労
働
時
間
を
短
縮
す

国
の
婦
人
労
働
者
の
い
ろ
い
ろ
な
保

護
規
定
も
、
国
m
B
卜
た
と
え

ば
、
母
性
保
護
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（

国
際
労
働
機
関
）
の
条
約
・
勧
告

－
か
ら
見
て
も
決
し
て
十
分
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
際
水
準
よ
り
低
い

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
婦
人
労
働
者

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
制
度
が
職

場
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

①
妊
婦
の
通
院
休
暇

妊
娠
中
の
婦
人
労
働
者
が
定
期
健

康
検
査
や
保
健
指
導
を
受
け
る
た

め
の
制
度
で
、
月
一
回
を
有
給
で

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
訪
問
販
売
や
日
常
の
買
物

で
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
、
商
工
観

光
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

消
火
器
の
押
売
り
も

春
に
増
加
の
傾
向

三
月
は
空
気
が
乾
燥
し
て
、
意
外

と
火
災
の
多
い
時
期
－
こ
の
よ
う

な
と
き
を
見
は
か
ら
っ
だ
よ
う
に
、

最
近
、
消
防
署
の
名
を
語
っ
た
り
し

て
消
火
器
を
強
制
的
に
売
り
つ
け
る

一
部
の
業
者
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

ゑ
Ｉ
Ｋ
°

③
妊
娠
障
害
休
暇

妊
娠
に
起
因
す
る
と
考
兄
ら
れ
る

疾
病
に
っ
い
て
、
産
前
休
暇
と
は

別
で
「
つ
わ
り
休
暇
」
と
も
言
わ

れ
て
い
る
制
度
。

今
ま
で
脱
明
し
て
き
ま
し
た
我
が

消
防
署
や
職
員
は
消
火
器
の
販
売

な
ど
を
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
防
署

や
市
役
所
が
業
者
を
指
名
し
て
、
消

火
器
を
売
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。

要
す
る
に
、
家
庭
用
消
火
器
の
殴

置
を
強
制
す
る
法
律
や
条
例
、
規
則

は
な
く
、
消
″
ハ
器
は
あ
く
ま
で
万
一

に
備
え
て
自
主
的
に
殷
置
す
る
も
の

で
す
。
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
近
く

の
消
防
署
や
逍
四
分
署
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

消
防
本
部
）

で
こ
れ
も
憲
法
で
保
障
す
る
生
存
砺

に
つ
な
が
る
も
の
と
冒
え
ま
す
。

一
九
七
五
年
、
国
際
婦
人
年
の
総

会
で
「
婦
人
労
働
者
の
機
会
お
よ
ぴ

待
遇
の
均
等
に
関
す
る
宣
言
」
と
行

動
計
画
が
採
択
さ
れ
て
す
で
に
四
年

が
経
過
し
、
具
体
的
運
助
も
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
男
女
平
等
の
要
求
は

世
界
の
動
向
で
あ
り
、
誰
も
否
定
で

き
な
い
正
当
な
も
の
で
す
。

働
く
婦
人
の
諸
課
題
は
働
く
婦
人

自
ら
の
手
で
果
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
と
と
も
に
、
事
業
主
も

鼠
￥
旁
働
岩
＆
社
会
一
般
の
人
も
、

男
女
の
平
等
‐
‐
と
く
に
職
場
に
お

け
る
Ｉ
の
実
現
を
め
ぎ
し
て
努
力

し
て
い
く
必
妥
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

（
交
通
労
政
課
）

館
（
市
民
会
館
）
で
。
京
都
肯
少
年

科
学
セ
ン
タ
ー
の
江
上
賢
三
さ
ん
の

調
演
「
冬
・
容
の
星
廊
一
」
と
天
体
観

察
。
対
ま
は
、
市
内
の
小
学
校
４
年

生
か
ら
中
学
校
３
年
生
と
親
で
（
保

護
者
同
伴
）
。
定
員
Ⅲ
人
。
申
し

込
み
は
、
1
8
日
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
教
室
名
と
親
子
の
名
前
、
住
所
、

年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）
、
電
話
番

号
を
書
き
、
公
民
館
（
宇
治
ｍ
尻
7
1

‐
９
、
０
２
８
０
４
）
へ
。

（
公
民
館
）

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

バ
レ
ー
。
1
1
日
木
幡
小
学
校
と
1
2

日
伊
勢
田
小
学
校
で
午
後
７
時
半
か

ら
。
1
6
日
平
盛
小
字
校
で
午
前
1
0
時

か
ら
。
（
社
会
教
育
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室

軟
式
乙
一
ス
。
1
6
日
と
2
0
日
、
2
3

日
、
3
0
日
の
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か

ら
、
黄
聚
乙
一
ス
＝
‐
卜
で
。
対

象
は
中
学
生
以
上
の
人
で
、
定
員
5
0

人
。
登
録
料
は
八
百
円
。
申
込
み
は

登
録
料
を
そ
え
て
社
会
教
育
課
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

■
心
配
ご
と
相
談
所
の

講
演
会

1
2
日
午
後
１
時
半
か
ら
市
民
会
館

３
階
大
会
議
室
で
。
弁
護
士
松
村
美

之
さ
ん
の
講
演
「
交
通
事
故
関
係
に

つ
い
て
」
。
対
象
は
宇
治
市
民
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
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６

婦
人
労
働
者

保
護
規
定

ま
た
、
諸
外
国
と
比
べ
て
、
婦
人

労
働
者
の
賃
命
一
は
極
め
て
低
く
、
男

女
の
賃
金
格
差
も
大
き
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
男
女
平
等
は
憲
法
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
権
利

で
あ
り
、
一
方
婦
人
労
働
者
の
母
性

保
護
は
働
く
権
利
を
保
障
す
る
も
の

■
市
・
府
民
税
の
申
告

も
う
お
す
み
で
す
か
。
申
告
期
限

は
３
月
1
5
日
ま
で
で
、
1
5
日
の
土
謨

日
も
午
後
５
時
ま
で
営
付
け
て
い
ま

す
。
（
市
民
税
課
）

■
固
定
資
産
課
税
（
補
充
）

台
帳
の
縦
覧

2
0
日
ま
で
で
、
時
間
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
半
（
土
・
日
・
祝
日

は
午
後
４
時
）
ま
で
。
市
役
所
一
階

の
資
産
税
課
で
縦
覧
。
価
格
な
ど
に

不
服
の
あ
る
人
は
、
３
月
3
1
日
ま
で

に
文
書
で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
へ
申
し
出
を
。
（
資
産
税
課
）

■
サ
ー
ク
ル
活
勣
発
表
会

公
民
館
サ
ー
ク
ル
で
は
３
月
1
4
日

か
ら
３
日
間
、
公
民
館
（
市
民
会
館

）
で
第
４
回
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会

を
開
催
。
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
す

る
も
の
で
、
参
加
す
る
の
は
2
4
サ
ー

ク
ル
。
学
習
活
動
作
品
展
は
、
1
4
日

が
午
後
１
時
か
ら
４
時
、
1
5
日
が
午

前
ｃ
時
か
ら
午
後
４
時
、
1
6
日
が
午

前
1
0
時
か
ら
午
後
３
時
。
『
つ
ど
い

ｂ
は
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
の
公
演
で
、

「
や
さ
い
の
お
は
な
し
」
「
ミ
’
・
・
‐

ジ
カ
ル
人
形
劇
」
と
、
ギ
タ
ー
・
マ

ン
ド
リ
ン
の
演
奏
で
、
1
6
日
午
前
o

時
半
か
ら
正
午
ま
で
。
マ
ン
ガ
映
画

３
本
と
「
こ
の
流
れ
の
彼
方
に
」
、

踊
り
は
、
1
6
日
正
午
か
ら
３
時
ま

で
。
（
公
民
館
）

■
少
年
宇
宙
科
学
教
室

2
9
日
午
後
７
時
か
ら
９
時
、
公
民

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
に

ど
ん
な
処
理
方
法
が
あ
る
か
調
べ
て

み
ま
し
た
。

川
溶
融
丹
生
…
…
プ
1
フ
ス
I
k
＾
ク
ゴ

ミ
を
分
別
収
集
し
、
鉄
・
ガ
ラ
ス

・
紙
の
よ
う
に
再
生
利
用
す
る
方

法
。
再
生
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
″
ク

の
品
質
が
ふ
ぞ
ろ
い
と
い
う
難
点

買
物
の
段
階
で
少
な
く

収
す
る
方
法
。
国
内
三
ヵ
所
で
実

験
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
入
し
た
プ

ラ
ス
チ
″
ク
重
量
の
五
〇
ｙ
七
〇

％
の
油
が
回
収
で
き
、
装
置
の
燃

料
用
に
使
っ
て
も
二
〇
～
五
五
％

を
回
収
で
き
ま
す
。
油
の
品
質
は

■す
ぐ
れ
て
い
ま
す
が
、
処
理
賢
が

高
く
つ
く
な
ど
の
問
題
点
が
あ
り

は
あ
り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
資
源
化

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
草

津
市
で
行
わ
れ
て
お
り
、
植
木
鉢

■
な
ど
を
つ
く
り
市
民
に
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

０
熱
分
解
…
…
分
別
収
集
し
た
ブ
ラ

’
ス
チ
″
ク
ゴ
ミ
を
蒸
し
焼
き
（
乾

留
）
し
て
分
解
し
、
油
と
し
て
回

ま
す
。
石
油
危
機
の
中
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
ク
７
・
ズ
ア

ブ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

圓
専
焼
…
…
分
別
収
集
し
た
ブ
ラ
ス

チ
£
素
を
除
い
て
焼
却
す
る
方
法
。
今

後
、
こ
の
よ
う
な
無
公
害
焼
却
炉

の
開
発
・
実
用
化
が
里
ま
れ
ま
す

が
、
現
在
で
は
経
済
的
・
技
術
的

な
問
題
を
残
し
て
い
ま
す
。

■
３
混
焼
…
…
プ
ｆ
フ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を

分
別
し
な
い
で
焼
却
し
、
そ
の
と

き
出
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す

る
方
法
。
焼
却
炉
の
排
煙
ロ
の
付

近
に
ボ
イ
ラ
ー
を
設
け
て
蒸
気
を

こ
れ
で
発
電
や
冷
暖
房

給
湯
に
利
用
し
ま

す
。
横
浜
市
で
は

こ
の
方
法
で
老
人

ホ
ー
ム
や
温
水
プ

ー
ル
ヘ
の
給
湯
、

暖
房
に
恒
用
し
て

い
ま
す
。
な
お
、

無
用
な
包
装

追
放
の
必
要
も

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
消

費
者
に
で
き
る
こ
と
は
、
ゴ
ミ
の
分

別
を
き
ち
ん
と
行
い
、
買
い
物
の
段

階
か
ら
ゴ
ミ
竪
君
考
え
る
こ
と
で

す
。ま

た
、
ト
レ
イ
に
つ
い
て
、
た
と

え
ば
土
し
ょ
う
が
一
個
が
ト
レ
イ
と

ラ
ッ
プ
で
包
装
さ
れ
て
い
る
な
ｙ
迅

剰
な
包
装
と
な
っ
て
お
り
、
無
用
な

ト
レ
イ
類
の
追
放
を
行
う
必
妥
が
あ

り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
生
産
に
ウ
ェ
イ
ト
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
こ
そ

生
産
と
同
じ
技
術
や
設
備
が
廃
棄
物

再
生
利
用
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
消
費
者
が
自
ら

の
問
題
と
し
て
考
兄
、
で
き
る
こ
と

は
何
か
を
問
い
か
け
て
み
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
モ
・
一
タ
ー
の
調
査
・
研

究
の
最
後
は
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で
筧

◇

身
近
な
プ
ラ
ス
チ
″
ク
容
器
や
包

装
類
、
食
品
包
装
の
ト
レ
イ
類
な
ど

が
ゴ
ミ
と
な
っ
て
困
。
つ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
プ
ラ
ス
チ
″

ク
の
処
理
に
つ
い
て
学
ぴ
た
い
と
、

こ
の
テ
ー
マ
を
選
ぴ
ま
し
た
。

＠
宇
治
市
の
処
理
方
法

宇
治
市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
″
ク
類

は
ピ
ン
・
か
ん
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に

燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
さ
れ
、

仙
郷
山
埋
立
地
に
運
ぱ
れ
ま
す
・
。
そ

こ
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
不
燃
ゴ
ミ

を
圧
縮
し
な
が
ら
約
二
肩
の
厚
さ
に

な
ら
し
、
悪
臭
や
ハ
エ
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
そ
の
日
の
う
ち
に
土
砂
を

〇
・
五
μ
の
厚
さ
に
か
け
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
ゴ
ミ
と
土
を
重
ね
て
埋

め
立
て
て
い
く
方

法
を
サ
ン
ド
イ
″

チ
エ
法
と
い
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
必

哭
に
応
じ
消
毒
用

の
薬
剤
I
S
敢
布
Ｉ
t
)

れ
て
い
る
と
の
こ

と
。

不
燃
性
ゴ
ミ
の
処
理

埋
立
地
の
底
か
ら
出
て
く
る
汚
水

は
、
埋
立
地
の
下
の
方
に
あ
る
汚
水

処
理
場
で
浄
化
・
殺
菌
さ
れ
放
流
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑧
そ
の
他
の
処
理
方
法

サ
ン
ド
イ
″
チ
エ
法
で
は
、
永
ス

に
ブ
ラ
ス
i
K
＾
ク
な
ど
が
残
存
す
欠
‘

日
皿

政
一
一
…
…
、

Ｌ

‘″
脳

祐
’
冶
～

ａ
ｒ
u

〔
蘇

昭
≫
"
-
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…
…
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